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「秋高し」
　空が澄み，高く広く感じる季節。
実りの秋を迎え，一面に黄金色の
絨
じゅうたん

毯を広げたようです。
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令和５年 第３回定例会

　第３回定例会が，９月１日から１０月１１日までの４１日間の会期で開催されました。
　本定例会では，町健全化判断比率及び町水道事業会計資金不足比率の報告２件のほか，令
和４年度一般会計，各特別会計及び水道事業会計における歳入歳出決算の認定５件（決算審
査の詳細は P13〜 15），人権擁護委員候補者の推薦に係る諮問１件，「伊佐北姶良環境管理
組合（現：伊佐湧水環境管理組合）」の名称変更に伴う鹿児島県市町村総合事務組合規約を変
更するための議案，塚ノ原分譲地宅地造成工事請負費を含む一般会計補正予算及び介護保険
事業特別会計，後期高齢者医療事業特別会計の補正予算６件，さらに令和４年度水道事業会
計未処分利益剰余金の処分に係る議案１件が提案され，それぞれ原案のとおり可決しました。
　一般質問では，議員６名が１６項目について質問しました。
　なお，各議案の採決結果については，P4から P5のとおりです。

一般会計補正予算
１億８１８０万円を追加

総額８２億１３３２万３千円に

町内の生きがい対応型デイ
サービス事業及び生活支援移
送サービス事業の利用者増に
よる委託料の追加計上

206万円

経年劣化のため使用が危険と
思われる児童公園の遊具８基
の撤去費用

369万円 4,301万円
川西地内の塚ノ原分譲地造成
工事費を計上	

生きがい対応型デイ
サービス事業委託料

総合交流施設
工事費

塚ノ原分譲地
宅地造成工事

議会だより　ゆうすい　No.76 2



空家・空地バンクのリフォー
ムに要した費用の助成に係る
事業の需要増による増額計上

事業承継支援事業補助金の追
加計上

366万円

300万円

令和４年から委託している業務
のタレントの肖像権を，さらに
１年間，更新するため計上

７月豪雨により農業用施設（水
路１件，農道２件）が被害を受
けたため，復旧工事費等の必要
な経費を増額計上

330万円

2,600万円

移動販売車，またはキッチン
カー購入・製作に要する補助
金の追加計上

幸田地区農村公園の駐車場整備
（３５台分）を行うため計上

町内の介護療養型医療施設を
介護医療院へ転換するための
整備事業補助金

200万円2,712万円

1,751万円

空き家リフォーム
支援事業補助金

事業承継支援事業
補助金

観光プロモーション
業務委託料

農地等災害
復旧工事費

移動販売車導入
支援事業補助金

地区公民館施設
整備工事費

地域介護基盤整備
事業費補助金
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議　　案 提案理由等 議決の内容

報 告
第 3 号

令和４年度湧水町健全
化判断比率の報告につ
いて

地方公共団体の財政の健全化に関する法律第
３条第１項の規定に基づく，令和４年度湧水
町健全化判断比率の４指標を報告するもので，
実質赤字比率，連結実質赤字比率及び将来負
担比率のいずれも無し，実質公債費比率は
８．６％となり，いずれの指標についても国
の定める早期健全化基準を下回っている。

― ―

報 告
第 ４ 号

令和４年度湧水町水道
事業会計資金不足比率
の報告について

地方公共団体の財政の健全化に関する法律第
２２条第１項の規定に基づく，令和４年度湧
水町水道事業会計資金不足比率を報告するも
ので，資金不足比率無しである。

― ―

認 定
第 1 号

〜

第 ５ 号

令和４年度湧水町一般
会計歳入歳出決算の認
定について　他 4件

地方自治法第 233 条第３項及び地方公営企業
法第３０条第４項の規定により，令和４年度
湧水町一般会計，国民健康保険事業特別会計，
介護保険事業特別会計，後期高齢者医療事業
特別会計及び水道事業会計の歳入歳出決算の
認定について，監査委員の意見を添えて議会
の認定に付するもの（詳細：Ｐ１３〜１５参照）

認定
全会
一致

諮 問
第 １ 号

人権擁護委員候補者の
推薦について

人権擁護委員の任期満了に伴い，人権擁護委
員法第６条第３項の規定により，湧水町木場　
北薗由美氏を推薦しようとするもの

適任
全会
一致

議 案
第29号

鹿児島県市町村総合事
務組合を組織する地方
公共団体の名称の変更
及び同組合規約の変更
について

鹿児島県市町村総合事務組合を組織する地方
公共団体の「伊佐北姶良環境管理組合」が令
和５年４月１日付けで「伊佐湧水環境管理組
合」に名称変更したことに伴い，同組合規約
を変更することについて協議したいので，地
方自治法第 286 条第１項及び第 290 条の規
定により議会の議決を求めるもの

原案
可決

全会
一致

こ ん な こ と が 決 ま り ま し た
令和５年第３回定例会
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議　　案 提案理由等 議決の内容

議 案
第30号

令和４年度湧水町水道
事業会計未処分利益剰
余金の処分について

地方公営企業法第３２条第２項の規定により，
令和４年度湧水町水道事業会計未処分利益剰
余金の処分について，議会の議決を求めるも
の

原案
可決

全会
一致

議 案
第31号

令和５年度湧水町一般
会計補正予算（第５号）

歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ
３９１６千円を追加し，歳入歳出予算の総額
を歳入歳出それぞれ８０億３５４３万９千円
とするもの

原案
可決

全会
一致

議 案
第32号

令和５年度湧水町一般
会計補正予算（第６号）

歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ１億
６６３９万７千円を追加し，歳入歳出予算の
総額を歳入歳出それぞれ８２億１８３万６千
円とするもの

原案
可決

全会
一致

議 案
第33号

令和５年度湧水町介護
保険事業特別会計補正
予算（第２号）

歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ
１５０千円を追加し，歳入歳出予算の総額を
歳入歳出それぞれ１２億７０９８万２千円と
するもの

原案
可決

全会
一致

議 案
第34号

令和５年度湧水町後期
高齢者医療事業特別会
計補正予算（第１号）

歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ
８１千円を追加し，歳入歳出予算の総額を歳
入歳出それぞれ１億７７４０万５千円とする
もの

原案
可決

全会
一致

議 案
第35号

令和５年度湧水町一般
会計補正予算（第７号）

歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ
１１４８万７千円を追加し，歳入歳出予算の
総額を歳入歳出それぞれ８２億１３３２万３
千円とするもの

原案
可決

全会
一致

こ ん な こ と が 決 ま り ま し た
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町政を問う 6 人が質問

◆一 般 質 問 目 次 ◆
ここが知りたい !!
 　ここが聞きたい !!

中村　和博 議員

１．地域公共交通システム
（タクシー利用券助成制
度）について

２．移住定住促進策（住居支
援等）について

３．過去の質問のその後につ
いて

P ７
仮屋　良二 議員

１．農地転用の権限移譲につ
いて

２．イベントによる活性化に
ついて

P10

成相　大 議員

１．栗野岳周辺のまちおこし
について

２．まちおこしの財源確保に
ついて

P ８
森山マスミ 議員

１．いじめ問題について
２．学校給食について
３．埋設枯れ葉剤２，４，５

−Ｔについて
　 （進捗状況）

P11

田原　寛文 議員

１．町道等の支障木等伐採
に係る高所作業車の導
入について

２．町道牧野吉原線の道路
改良について

P ９
久留須　修 議員

１．国，県が管理する道路，河
川の事業要望と管理につ
いて

２．轟地区内サイクリング
ロード桜並木見学者用駐
車場の設置について

３．宅地造成について	
４．医療的ケア児及びその家

族に対する支援について

P12
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一 般 質 問

タ
ク
シ
ー
利
用

券
助
成
制
度
の
利

用
状
況
は
。

８
月
ま
で
の
５

か
月
間
の
利
用
実

績
は
、
月
平
均
約
１
８
０
枚
と

な
っ
て
お
り
、
懸
念
し
て
い
た

タ
ク
シ
ー
台
数
不
足
の
問
題
も

な
く
、
利
用
者
も
増
加
傾
向
に

あ
り
順
調
に
進
ん
で
い
る
が
、

利
用
者
数
は
当
初
の
見
積
も
り

と
大
き
く
乖
離
し
、
少
な
い
状

況
で
あ
る
。

こ
の
制
度
は
事

前
予
約
が
必
要

で
、
こ
の
予
約
手
続
き
が
面
倒

で
利
用
し
て
い
な
い
と
い
う
声

が
あ
る
。
ま
た
、
複
数
か
所
に

用
事
が
あ
っ
て
出
か
け
る
場

合
、
行
は
予
約
で
き
て
も
帰
り

は
用
事
の
終
わ
り
時
刻
が
は
っ

き
り
し
な
い
た
め
に
予
約
が
で

き
ず
、
利
用
し
づ
ら
い
と
い
う

声
も
あ
る
。
隣
の
え
び
の
市
の

タ
ク
シ
ー
券
制
度
で
は
、
こ
の

予
約
は
必
要
な
く
、
使
い
た
い

時
に
電
話
し
て
タ
ク
シ
ー
を
呼

ぶ
と
い
う
、
ご
く
一
般
的
な
方

法
で
円
滑
に
運
用
さ
れ
て
お

り
、
湧
水
町
で
も
こ
の
方
法
で

問
題
は
な
い
の
で
は
な
い
か
。

利
用
実
績
や
事

業
者
側
の
事
情
、

10
月
に
予
定
し
て
い
る
利
用
者

か
ら
の
ア
ン
ケ
ー
ト
等
を
踏
ま

え
て
制
度
の
改
善
を
検
討
し
た

い
。

長
年
、
病
院
通

い
を
続
け
て
い
る

高
齢
者
の
中
に
は
、
診
療
科
や

医
者
の
専
門
性
な
ど
の
理
由
で

町
外
の
医
療
機
関
を
利
用
し
て

い
る
人
が
少
な
く
な
い
。
こ
の

人
達
は
「
月
に
一
度
、
薬
を
も

ら
い
に
行
く
と
き
だ
け
で
い
い

の
で
、『
町
内
に
限
る
』
と
い

う
制
限
を
緩
和
し
て
、
町
外
の

医
療
機
関
ま
で
こ
の
タ
ク
シ
ー

利
用
券
助
成
制
度
を
使
え
る
よ

う
に
し
て
欲
し
い
。」ま
た
、「
町

境
ま
で
で
い
い
の
で
、
こ
の
制

度
を
利
用
で
き
る
よ
う
に
し
て

欲
し
い
。
町
境
か
ら
先
の
医
療

機
関
ま
で
は
自
費
で
構
わ
な

い
。」
と
実
に
つ
つ
ま
し
い
願

い
を
口
に
し
て
お
ら
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
高
齢
で
弱
い
立
場

の
人
た
ち
の
悲
鳴
と
も
い
え
る

声
を
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
ま

す
か
。

こ
れ
ら
の
声
を

し
っ
か
り
受
け
止

め
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果

等
を
踏
ま
え
制
度
改
正
に
つ
い

て
検
討
し
た
い
。

空
き
家
・
空
き

地
バ
ン
ク
の
活
動

状
況
と
評
価
は
。

こ
れ
ま
で
延
べ

１
３
０
件
の
登
録

と
そ
の
内
67
件
の
売
買
・
貸
借

契
約
が
成
立
し
、
増
加
傾
向
に

あ
り
一
定
の
効
果
が
得
ら
れ
て

い
る
。

登
録
物
件
の
価

格
設
定
の
状
況
は
。

都
会
的
な
価
格

設
定
に
な
っ
て
い

る
例
も
み
ら
れ
る
が
時
間
の
経

過
や
不
動
産
業
者
の
意
見
等
に

よ
り
適
正
価
格
に
な
っ
て
い
く

も
の
と
考
え
る
。寄

付
受
け
等
に

よ
り
町
が
空
き
家

を
取
得
し
、
残
さ
れ
た
家
財

等
を
処
分
し
水
回
り
等
の
リ

フ
ォ
ー
ム
を
行
い
、
取
得
後
直

ぐ
に
田
舎
生
活
を
始
め
た
い
と

希
望
す
る
人
に
バ
ン
ク
を
通
し

て
提
供
す
る
方
策
は
考
え
ら
れ

な
い
か
。

そ
の
よ
う
な
人

が
少
な
く
な
い
と

考
え
る
の
で
検
討
し
て
み
た

い
。

防
災
行
政
無
線

設
備
自
治
会
利
用

料
の
無
料
化
に
関
す
る
検
討
状

況
は
。

自
治
会
放
送
サ

ー
ビ
ス
利
用
経
費

の
う
ち
初
年
度
登
録
経
費
を
有

線
・
無
線
放
送
施
設
設
置
補
助

金
の
範
囲
で
交
付
で
き
な
い
か

補
助
金
交
付
要
綱
の
見
直
し
作

業
を
進
め
て
い
る
。
ま
た
、
年

間
利
用
料
に
つ
い
て
は
無
料
化

は
で
き
な
い
が
、
全
自
治
会
を

対
象
に
通
信
イ
ン
フ
ラ
の
維
持

管
理
費
と
し
て
毎
年
約
２
万
円

を
補
助
で
き
な
い
か
検
討
し
て

い
る
。

バ
イ
オ
マ
ス
発

電
の
推
進
状
況
は
。

環
境
省
所
管
の

脱
炭
素
先
行
地
域

づ
く
り
事
業
に
湧
水
町
に
お
け

る
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
を
活
用
し

た
事
業
が
採
択
さ
れ
る
よ
う
関

係
企
業
と
連
携
し
取
り
組
ん
で

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
い
い
結

果
が
得
ら
れ
る
の
で
は
と
期
待

し
て
い
る
。

中村　和博 議員
タクシー券利用助成制度の改善を

アンケート調査を踏まえ検討
する

町
長

町
長

町
長

町
長

問

町
長

町
長

町
長 問問

問

問問

移
住
定
住
促
進
策
（
住

居
支
援
等
）
に
つ
い
て

過
去
の
質
問
の
そ
の
後

問問 町
長

町
長
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栗
野
岳
周
辺
に

は
展
望
台
及
び
枕

木
階
段
が
設
置
さ
れ
て
い
る

が
、
こ
れ
ら
を
活
用
し
た
パ

ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
等
を
設
置
し
、

観
光
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
若
者

世
代
に
向
け
た 

S
N
S
な
ど

を
活
用
し
た
情
報
発
信
に
力
を

注
ぐ
考
え
は
な
い
か
伺
う
。

階
段
は
、
旧
山

野
線
の
枕
木
で
整

備
し
た
日
本
一
の
枕
木
階
段
で

あ
り
、
付
加
価
値
が
高
め
ら
れ

眺
望
も
素
晴
ら
し
い
こ
と
か
ら

霧
島
ア
ー
ト
の
森
や
栗
野
岳
登

山
を
楽
し
む
方
が
多
く
訪
れ
ま

す
。ご
提
案
の
あ
っ
た
、パ
ワ
ー

ス
ポ
ッ
ト
（
フ
ォ
ト
ジ
ェ
ニ
ッ

ク
ス
ポ
ッ
ト
）
等
を
設
け
る
こ

と
で
、 

S
N
S
上
で
投
稿
し

た
写
真
や
動
画
が
拡
散
さ
れ
、

ロ
コ
ミ
や
拡
散
効
果
が
生
ま
れ

る
こ
と
か
ら
、
大
切
な
ア
イ
テ

ム
の
ひ
と
つ
と
思
わ
れ
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
枕
木
階
段
に

つ
い
て
は
、
平
成
元
年
度
に
整

備
さ
れ
、
経
年
劣
化
に
よ
り
改

修
を
必
要
と
す
る
枕
木
等
も
あ

る
こ
と
か
ら
、
ま
ず
は
安
全
確

保
の
観
点
か
ら
年
次
的
に
改
修

を
行
い
な
が
ら
フ
ォ
ト
ジ
ェ

ニ
ッ
ク
ス
ポ
ッ
ト
等
の
設
置
も

検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

旧
丸
池
売
店
の

運
営
に
つ
い
て
伺

う
。
町
報
に
掲
載
が
あ
り
ま
し

た
「
渓
流
摩
」
の
建
物
を
株
式

会
社
ユ
ー
テ
ッ
ク
様
よ
り
寄
贈

し
て
頂
い
た
と
の
こ
と
で
す

が
、
今
後
の
利
用
計
画
に
つ
い

て
伺
う
。

旧
丸
池
売
店
は
、

令
和
５
年
５
月
に

株
式
会
社
ユ
ー
テ
ッ
ク
様
か
ら

寄
贈
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

寄
附
者
の
ご
意
向
と
し
て
、
団

体
等
で
の
活
用
を
希
望
さ
れ
て

い
ま
し
た
の
で
、
霧
島
山
麓

湧
水
町
観
光
協
会
や
湧
水
町
商

工
会
で
の
運
営
を
検
討
し
な
が

ら
、
団
体
の
軽
店
舗
や
会
員
等

に
よ
る
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ

的
な
店
舗
と
し
て
、
令
和
６
年

成相　大 議員
栗野岳周辺のまちおこしについて

問

フォトジェニックスポット等
の設置も検討する

町
長

町
長

町
長

問

一 般 質 問

ま
ち
お
こ
し
の
財
源
確
保
に
つ
い
て

度
オ
ー
プ
ン
に
向
け
て
準
備
を

進
め
て
参
り
ま
す
。

丸
池
及
び
栗
野

駅
で
湧
き
水
の
無

料
提
供
を
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

ま
ち
お
こ
し
の
財
源
確
保
に
な

る
よ
う
努
め
る
考
え
は
な
い
か

伺
う
。

丸
池
及
び
栗
野

駅
の
湧
き
水
に
つ

い
て
、
湧
水
町
を
訪
れ
る
観
光

素
材
の
一
つ
と
し
て
提
供
し
て

い
ま
す
。
特
に
丸
池
は
、
町
づ

く
り
交
付
金
事
業
に
お
い
て
、

和
み
癒
さ
れ
安
ら
げ
る
よ
う
な

交
流
空
間
の
た
め
、
無
料
給
水

ス
タ
ン
ド
と
し
て
整
備
し
た
経

緯
が
あ
り
こ
れ
を
継
承
し
て
い

ま
す
。
協
力
金
等
に
つ
い
て

は
、
町
づ
く
り
交
付
金
事
業
計

画
を
継
承
す
る
観
点
か
ら
現
在

予
定
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
取
水

に
こ
ら
れ
る
こ
と
で
周
り
の
施

設
等
で
経
済
効
果
が
図
ら
れ
る

よ
う
な
方
法
で
財
源
確
保
に
努

め
て
参
り
ま
す
。

町
長 問
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一 般 質 問

町
道
等
の
支
障

木
等
伐
採
に
必
要

な
高
所
作
業
車
に
つ
い
て
、
現

在
は
、
期
間
的
な
リ
ー
ス
に
よ

る
対
応
と
聞
い
て
い
る
。
町
道

等
の
支
障
木
等
伐
採
に
つ
い
て

は
、
こ
れ
ま
で
も
自
治
会
の
道

路
作
業
等
で
対
応
で
き
な
い
よ

う
な
高
枝
な
ど
は
自
治
会
か
ら

の
申
請
に
よ
り
町
で
行
な
っ
て

い
る
状
況
で
あ
る
。
し
か
し
、

年
々
、
作
業
箇
所
は
増
加
し
て

い
る
よ
う
に
思
わ
れ
、
期
間
的

な
リ
ー
ス
で
は
作
業
量
は
限
ら

れ
、
自
治
会
等
の
要
望
に
適
時

に
対
応
す
る
こ
と
が
難
し
い
の

で
は
な
い
か
と
感
じ
る
。
自
治

会
も
道
路
作
業
等
に
お
い
て
地

域
で
で
き
る
部
分
は
対
応
し
て

い
る
が
、
高
齢
化
や
人
口
減
少

に
よ
り
、
ま
す
ま
す
自
治
会
で

対
応
す
る
こ
と
も
厳
し
く
な
っ

て
い
る
現
状
も
あ
る
。
こ
う
し

た
こ
と
か
ら
、
町
で
高
所
作
業

車
を
導
入
し
、
対
応
す
る
考
え

は
な
い
か
伺
う
。

町
道
等
の
支
障

木
等
の
伐
採
に
つ

い
て
は
、
ご
質
問
の
と
お
り

年
々
自
治
会
等
か
ら
の
要
望
が

増
え
て
き
て
い
る
状
況
で
、
同

様
に
高
枝
の
伐
採
要
望
も
増
え

て
き
て
い
る
状
況
で
す
。
高
枝

の
伐
採
に
あ
た
っ
て
は
、
高
所

作
業
車
を
リ
ー
ス
し
て
対
応

し
、
令
和
４
年
度
は
延
べ
28
日

間
、
リ
ー
ス
額
約
60
万
円
の
実

績
で
し
た
。
リ
ー
ス
に
あ
た
っ

て
は
、
リ
ー
ス
先
に
高
所
作
業

車
が
な
く
、
日
程
を
変
更
す
る

な
ど
要
望
に
即
対
応
で
き
な

か
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
と
こ
ろ

で
す
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、

高
所
作
業
車
を
導
入
し
た
場
合

の
メ
リ
ッ
ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト
に

つ
い
て
検
討
し
た
結
果
、
メ

リ
ッ
ト
と
し
て
は
、 

伐
採
要
望

に
即
対
応
で
き
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
デ
メ
リ
ッ
ト
と
し
て

は
、
導
入
経
費
が
高
額
で
あ
る

こ
と
、
車
検
等
の
維
持
管
理
経

費
が
あ
る
程
度
必
要
に
な
る
こ

と
が
あ
り
、
こ
れ
を
先
に
述
べ

た
令
和
４
年
度
の
リ
ー
ス
実
績

と
比
較
し
た
結
果
、
現
時
点
で

は
高
所
作
業
車
の
導
入
は
厳
し

い
状
況
で
す
。
た
だ
し
、今
後
、

高
枝
の
伐
採
要
望
が
多
く
な

り
、
導
入
に
見
合
う
効
果
が
見

込
ま
れ
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
再

度
検
討
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

町
道
牧
野
吉
原

線
の
一
部
区
間
（
水

窪
老
谷
線
起
点
付
近
か
ら
霧
島

市
横
川
町
植
村
境
ま
で
約
２
・

６
k
m
）
は
、
近
年
町
内
か
ら

町
外
へ
、
町
外
か
ら
町
内
へ
の

通
勤
や
現
場
を
行
き
来
す
る
車

両
が
増
加
し
て
お
り
、
道
路
幅

員
も
狭
く
車
両
の
離
合
等
に
支

障
を
き
た
し
て
い
る
。
ま
た
、

経
年
劣
化
等
に
よ
る
舗
装
の
損

傷
も
見
ら
れ
、
通
行
に
支
障
を

き
た
す
こ
と
も
あ
る
こ
と
か

ら
、
今
後
、
同
路
線
を
改
良
す

る
考
え
は
な
い
か
伺
う
。

田原　寛文 議員
町道等の支障木等伐採に係る高所作業車の導入はできないか

問

現時点では高所作業車の導入
は厳しい状況である

町
長

問

町
長

町
道
牧
野
吉
原
線
の
道
路
改
良
に
つ
い
て

町
道
牧
野
吉
原

線
は
、
本
町
か
ら

霧
島
市
横
川
町
へ
繋
が
る
町
道

で
、
主
要
な
町
道
に
な
っ
て
い

ま
す
。道
路
の
状
況
と
し
て
は
、 

質
間
の
と
お
り
幅
員
が
狭
い
箇

所
や
路
面
が
劣
化
し
て
い
る
箇

所
も
見
受
け
ら
れ
る
状
況
で

す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
に
対
し

て
、
地
元
の
上
場
地
区
か
ら
も

本
年
６
月
に
本
線
の
改
良
要
望

が
提
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

町
道
に
つ
い
て
は
、
町
に
お
い

て
も
重
要
な
路
線
で
、
道
路
の

整
備
に
つ
い
て
も
そ
の
必
要
性

を
認
識
し
て
い
ま
す
。た
だ
し
、 

整
備
に
あ
た
っ
て
は
、
現
在
整

備
中
の
路
線
や
、
今
後
計
画
が

さ
れ
て
い
る
路
線
、
ま
た
地
域

を
あ
る
程
度
格
差
な
く
整
備
し

て
い
く
こ
と
も
考
慮
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
た
め
、
現
時
点
で

は
明
確
に
実
施
時
期
等
を
示
す

こ
と
が
で
き
な
い
状
況
で
す
。

町
長
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農
地
法
第
４
条
、

第
５
条
に
つ
い
て

は
、
農
地
の
転
用
又
は
農
地
等

の
転
用
の
た
め
の
権
利
移
動
に

つ
い
て
、
知
事
の
許
可
を
必
要

と
し
て
い
る
が
、
市
町
村
に
つ

い
て
は
、
同
法
第
４
条
及
び
第

５
条
の
知
事
許
可
事
務
を
権
限

移
譲
に
よ
り
、
２
ha
以
下
の
農

地
及
び
採
草
放
牧
地
に
つ
い
て

の
許
可
は
市
町
村
農
業
委
員
会

が
行
う
。
同
法
の
許
可
事
務
に

つ
い
て
は
、
住
民
ニ
ー
ズ
に
応

え
る
た
め
に
も
必
要
な
こ
と
と

思
う
。
市
町
村
の
一
部
農
業
委

員
会
は
、
知
事
許
可
事
務
を
権

限
移
譲
さ
れ
て
お
り
、
本
町
は

そ
の
考
え
は
な
い
か
伺
う
。

県
農
村
振

興
課
の
指
導

に
よ
り
事
務
を
進
め
て
き
て
い

る
。
農
地
法
に
係
る
権
限
移
譲

は
、
町
長
か
ら
の
委
任
事
務
と

な
る
の
で
、
町
長
と
協
議
を
行

い
た
い
。

権
限
移
譲
し
た

場
合
の
メ
リ
ッ
ト
・

デ
メ
リ
ッ
ト
は
何
か
伺
う
。

権
限
移
譲

を
受
け
た
場

合
、
農
地
転
用
の
申
請
か
ら
許
可

ま
で
の
処
理
期
間
が
短
縮
さ
れ

る
な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。
デ

メ
リ
ッ
ト
は
な
い
の
で
は
な
い

か
と
考
え
る
。43

市
町
村
の
う

ち
権
限
移
譲
を
受

け
て
い
る
市
町
村
は
、
ど
の
く

ら
い
か
。

28
市
町
村

が
許
可
事
務

を
受
け
て
い
る
。
残
り
15
市
町

村
に
な
っ
て
い
る
。

昨
年
と
比
べ
る

と
イ
ベ
ン
ト
の
規

模
が
縮
小
（
ま
た
は
通
常
）
と

な
っ
て
い
ま
す
。
住
民
や
観
光

客
は
湧
水
町
の
独
自
の
イ
ベ
ン

ト
を
楽
し
み
に
し
て
お
ら
れ
る

と
思
う
。
交
流
人
口
や
滞
留
人

口
で
経
済
活
性
化
、
観
光
振
興

が
図
ら
れ
て
お
り
、
ス
ク
ラ
ッ

プ
＆
ビ
ル
ド
で
予
算
削
減
、
予

算
増
を
言
わ
れ
て
い
る
が
こ
れ

ま
で
、
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
て

き
た
も
の
で
は
、
削
減
に
値
す

る
の
か
伺
う
。総

合
計
画
等
に
基

づ
き
地
域
の
特
性
を

生
か
し
た
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し

て
い
る
。
町
の
施
策
や
イ
ベ

ン
ト
に
よ
る
町
の
イ
メ
ー
ジ

発
信
は
、
継
続
性
が
重
要
で
あ

り
、
本
年
度
に
つ
い
て
は
、
初

心
に
帰
り
最
小
限
度
の
事
業
費

で
実
施
し
た
経
緯
が
あ
る
。
今

後
の
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て
は
、

必
要
な
事
業
費
は
確
保
し
な
が

ら
、
財
政
確
保
の
た
め
ス
ポ
ン

サ
ー
、
協
賛
金
や
収
益
化
ブ
ー

ス
等
を
活
用
し
て
、
継
続
的
に

支
援
す
る
。

イ
ベ
ン
ト
に
お

い
て
、地
域
・
団
体
・

個
人
と
延
べ
人
数
で
何
百
人
と

協
力
を
貰
っ
て
い
る
と
思
う
。

イ
ベ
ン
ト
が
出
来
な
く
な
っ
た

と
き
、
代
わ
り
の
イ
ベ
ン
ト
が

出
来
る
と
思
う
か
伺
う
。

マ
ン
パ
ワ
ー
は
、

非
常
に
重
要
で
あ

り
、
実
行
委
員
会
等
や
地
域
団

体
な
ど
多
く
の
関
係
者
の
協
力

に
よ
り
開
催
さ
れ
て
い
る
。
本

年
度
か
ら
再
開
す
る
イ
ベ
ン
ト

も
あ
る
が
、
参
加
、
出
展
さ
れ

て
い
た
方
々
も
高
齢
と
な
り
、

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
や
技
術
継
承
な

ど
の
育
成
を
行
わ
な
け
れ
ば
、

こ
れ
ま
で
の
よ
う
な
開
催
は
で

き
な
い
と
の
声
も
聞
く
。
ま
ち

の
将
来
像
を
「
人
と
自
然
が
織

り
な
す
芸
術
の
ま
ち
」
と
し
て

掲
げ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
現
在

の
イ
ベ
ン
ト
の
内
容
を
検
討
し

な
が
ら
、
継
続
的
に
支
援
を

行
っ
て
い
く
。高

原
フ
ェ
ス
タ

は
、
彫
刻
造
形
展

と
チ
ェ
ン
ソ
ー
ア
ー
ト
大
会

を
隔
年
ご
と
に
行
っ
て
い
る
。

チ
ェ
ン
ソ
ー
ア
ー
ト
は
、
技
術

的
に
向
上
し
て
お
り
、
継
承
し

て
い
く
た
め
に
は
若
い
方
々
の

参
加
や
全
国
か
ら
の
観
光
客
、

経
済
活
性
化
が
必
要
で
あ
る
。

世
界
に
通
用
す
る
地
域
お
こ
し

協
力
隊
が
い
る
の
で
、
世
界
大

会
を
開
催
す
る
考
え
は
な
い
か

伺
う
。

私
に
は
、
ま
っ
た

く
発
想
が
な
い
考
え

で
あ
っ
た
。
こ
れ
で
賑
わ
う
こ

と
に
よ
っ
て
経
済
効
果
や
定
住

ま
で
で
き
れ
ば
と
思
う
が
、
今

後
そ
の
内
容
は
、
出
来
る
、
出

来
な
い
は
別
と
し
て
議
論
し
て

い
き
た
い
。

農
業
委
員
会
長

農
業
委
員
会
長

農
業
委
員
会
長

問

問

問

問

問問

仮屋　良二 議員
農地転用の権限移譲について

町長と協議を行う
農
業
委

員
会
長

町
長

町
長

町
長

一 般 質 問

イ
ベ
ン
ト
に
よ
る
活

性
化
に
つ
い
て

 

町
長  
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援
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一 般 質 問

衛
生
管
理
の
徹
底
に
努
め
て
い

る
。

オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク

給
食
の
取
組
み
に

つ
い
て
伺
う
。持

続
可
能
な
地

場
産
物
や
国
産
有

機
農
産
物
等
を
導
入
す
る
取

組
み
を
推
進
し
て
い
る
。
オ
ー

ガ
ニ
ッ
ク
給
食
を
導
入
す
る
こ

と
に
よ
り
、
地
域
経
済
の
活
性

化
、
食
育
環
境
の
推
進
に
繋

が
っ
て
い
る
。学

校
給
食
に
お

け
る
食
物
ア
レ
ル

ギ
ー
の
対
策
を
伺
う
。

食
物
ア
レ
ル
ギ

ー
の
内
容
や
児
童

生
徒
へ
の
対
応
に
つ
い
て
は
、

全
職
員
が
研
修
等
で
共
有
し
、

細
心
の
注
意
を
払
い
な
が
ら
対

応
に
努
め
て
い
る
。

国
有
林
に
埋
設

さ
れ
た
枯
れ
葉
剤

「
２・
４・
５

－

Ｔ
」
の
撤
去
に

つ
い
て
、
そ
の
後
の
探
索
の
結

果
、
令
和
５
年
か
ら
の
掘
削
処

理
作
業
に
つ
い
て
伺
う
。

埋
設
物
及
び
そ

の
周
辺
土
壌
か
ら

試
料
採
取
を
行
い
、
成
分
分
析

の
上
、
掘
削
範
囲
や
処
理
量
を

把
握
し
、
令
和
６
年
３
月
８
日

ま
で
に
事
業
完
了
と
な
る
。

地
域
住
民
の
不

安
軽
減
に
向
け

て
、
安
心
安
全
に
撤
去
さ
れ
る

こ
と
を
望
む
が
、
そ
の
対
策
に

つ
い
て
伺
う
。本

年
度
の
調
査

を
基
に
設
計
が
行

わ
れ
、
撤
去
工
事
を
発
注
す
る

こ
と
に
な
る
。
掘
削
に
際
し
て

は
、
完
全
に
撤
去
を
行
う
こ
と

は
も
ち
ろ
ん
、
掘
削
作
業
中
に

飛
散
・
流
失
し
な
い
よ
う
な
設

計
・
施
工
を
行
う
よ
う
強
く
国

に
要
望
す
る
。

問問

問問

全
て
の
児
童
生

徒
の
健
全
育
成
及

び
い
じ
め
の
な
い
子
ど
も
社
会

の
実
現
に
ど
の
よ
う
に
取
り
組

ま
れ
る
の
か
伺
う
。

町
教
育
行
政
施

策
推
進
を
第
一
に

豊
か
な
心
と
健
全
な
体
を
育
む

教
育
を
掲
げ
、
機
会
あ
る
ご
と

に
管
理
職
研
修
会
や
生
徒
指
導

担
当
者
会
な
ど
、
い
じ
め
を
防

止
す
る
対
策
等
を
適
宜
指
導
し

て
い
る
。

教
職
員
の
暴
言

や
、
不
適
切
な
言

動
や
指
導
が
不
登
校
の
原
因
と

な
っ
て
い
る
場
合
も
あ
る
。
そ

の
対
応
は
ど
の
よ
う
に
さ
れ
る

の
か
伺
う
。

い
か
な
る
場
合

で
あ
っ
て
も
暴
言
、

不
適
切
な
言
動
や
指
導
は
許
さ

れ
な
い
こ
と
を
管
理
職
、
教
職

員
、
全
職
員
が
認
識
す
る
必
要

が
あ
る
。
再
発
防
止
に
向
け
た

指
導
を
徹
底
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
。

学
校
が
ワ
ン
チ

ー
ム
と
し
て
、
定
期

的
に
児
童
生
徒
の
状
況
を
把
握

し
、
子
ど
も
た
ち
を
支
援
し
て

い
た
だ
き
た
い
。
こ
れ
に
対
す

る
教
育
長
の
考
え
を
伺
う
。

児
童
生
徒
の
実

態
に
つ
い
て
の
情

報
の
共
有
や
組
織
的
な
対
応
や

支
援
を
行
い
、
児
童
生
徒
、
保

護
者
と
の
信
頼
関
係
を
築
き
な

が
ら
、
充
実
し
た
指
導
に
努
め

る
。

学
校
に
お
け
る

食
育
推
進
に
つ
い

て
伺
う
。

心
身
の
発
育
期

に
あ
る
児
童
生
徒

に
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
給

食
を
提
供
し
、
体
位
の
向
上
、

健
康
増
進
は
も
と
よ
り
食
事
を

通
じ
て
豊
か
な
心
の
育
成
を
図

り
、
学
校
給
食
の
充
実
及
び
安

心
安
全
、
衛
生
面
に
配
慮
し
た

食
育
の
推
進
に
努
め
て
い
る
。

学
校
給
食
の
充

実
に
つ
い
て
、
詳

し
く
伺
う
。

栄
養
教
諭
が
各

学
校
を
計
画
的
に

訪
問
し
、
教
員
や
児
童
生
徒
へ

栄
養
管
理
や
学
校
給
食
の
重
要

性
、
衛
生
管
理
指
導
を
実
施

し
、
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た

献
立
づ
く
り
、
食
物
ア
レ
ル

ギ
ー
対
策
、
食
中
毒
に
向
け
た

森山　マスミ 議員
いじめ問題について

教
育
長

教
育
長

問

問問

問問

児童生徒の状況を把握し，
充実した指導をしていく

教
育
長

教
育
長

教
育
長

教
育
長

教
育
長

教
育
長

町
長

町
長

学
校
給
食
に
つ
い
て

埋
設
枯
れ
葉
剤
に
つ
い
て
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つ
い
て
は
、
緊
急
性
、
必
要
性
、

整
備
手
法
等
を
踏
ま
え
て
検
討
し

た
い
。
国
道
２
６
８
号
川
添
ト
ン

ネ
ル
歩
道
等
の
整
備
に
つ
い
て

は
、
地
形
的
に
新
し
い
ト
ン
ネ
ル

整
備
は
難
し
い
。」
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。

川
内
川
恒
次
地
内

の
拡
幅
改
修
を
追
加

要
望
す
る
考
え
は
な
い
か
伺
う
。

同
地
内
の
河
道
内

が
狭
い
箇
所
は
、
整

備
の
考
え
方
や
下
流
域
へ
の
影
響

を
含
め
て
、
川
内
川
河
川
事
務
所

と
協
議
し
た
い
。川

内
川
と
幸
田
川

の
合
流
地
点
に
設
置

さ
れ
た
渡
河
構
造
物
と
取
付
道
路

及
び
幸
田
川
の
新
設
堤
防
の
管
理

機
関
を
伺
う
。渡

河
構
造
物
及
び

取
付
道
路
に
つ
い
て

は
、
管
理
を
カ
ヌ
ー
競
技
等
で
の

利
用
が
あ
る
の
で
、
通
常
管
理
は

町
が
行
っ
て
い
る
。
比
較
的
大
き

な
管
理
に
つ
い
て
は
、
川
内
川
河

川
事
務
所
と
協
議
し
な
が
ら
対
応

し
た
い
。
幸
田
川
の
新
設
堤
防

は
、
県
の
管
理
に
な
る
。

塔
之
原
団
地
の
宅

地
開
発
に
よ
り
、
人

口
増
を
含
む
活
性
化
に
繋
が
る
。

特
に
、
轟
小
学
校
に
お
い
て
は
、

全
児
童
数
（
52
人
）
の
う
ち
24
人

が
就
学
し
て
い
る
現
状
で
あ
る

が
、
５
年
後
に
は
全
児
童
数
が
35

人
に
減
少
し
、
小
学
校
の
存
続
も

危
惧
さ
れ
る
。
桜
並
木
と
川
内
川

沿
い
の
景
観
に
も
恵
ま
れ
て
い
る

土
地
を
分
譲
地
と
し
て
開
発
し
、

人
口
増
加
を
図
れ
な
い
か
伺
う
。

町
全
体
の
地
域
性

を
考
慮
し
て
、
総
合

的
に
検
討
す
る
。桜

開
花
時
に
ラ
イ

ト
ア
ッ
プ
を
地
区
の

事
業
と
し
て
実
施
し
た
と
こ
ろ
、

予
想
以
上
に
県
内
外
か
ら
多
く
の

見
学
者
が
訪
れ
、
イ
ル
ミ
ネ
ー

シ
ョ
ン
以
来
の
賑
や
か
さ
が
あ
っ

た
。
そ
こ
で
、
安
全
安
心
に
見
学

し
て
も
ら
う
た
め
に
、
駐
車
場
が

設
置
で
き
な
い
か
伺
う
。

地
区
で
取
り
組
ま

れ
た
桜
並
木
の
ラ
イ

ト
ア
ッ
プ
事
業
に
よ
る
集
客
状
況

を
踏
ま
え
、
改
め
て
県
と
協
議
し

た
い
。

問問 問

先
の
一
般
質
問
で
、

地
域
自
立
支
援
協
議

会
等
を
活
用
し
、
課
題
解
決
を
行

う
と
の
答
弁
で
あ
っ
た
が
、
協
議

会
（
子
ど
も
部
会
を
含
む
）
の
開

催
日
数
と
内
容
及
び
定
期
的
な
会

議
を
さ
れ
た
か
伺
う
。

支
援
に
つ
い
て
、

情
報
共
有
を
図
っ
て

い
る
。
１
回
の
開
催
で
あ
る
が
、

保
護
者
の
ご
意
向
の
実
現
に
向

け
、
必
要
に
応
じ
て
開
催
す
る
。

個
別
ケ
ー
ス
会
議
は
６
回
開
催

し
、
現
状
把
握
と
支
援
体
制
等
に

つ
い
て
協
議
を
行
っ
た
。

家
族
に
対
し
て
、

取
組
状
況
等
を
含
む

会
議
内
容
を
報
告
す
べ
き
と
考
え

る
が
。

情
報
提
供
が
行
き

届
か
な
か
っ
た
部
分

も
あ
っ
た
と
反
省
し
て
い
る
。

子
ど
も
部
会
で
、

直
接
家
族
の
意
見
・

要
望
等
を
聞
く
考
え
は
な
い
か
伺

う
。

子
ど
も
部
会
で
、

直
接
家
族
の
思
い
を

伝
え
る
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。
今

後
、
会
議
の
進
め
方
等
を
工
夫
す

る
必
要
が
あ
る
。面

談
等
を
実
施
し
、

取
組
む
と
の
考
え
を

実
践
さ
れ
た
か
。
ま
た
、
定
期
的

な
面
談
を
行
い
、
状
況
把
握
に
努

め
て
い
る
か
伺
う
。

３
回
面
談
を
行
っ

て
お
り
、
こ
れ
か
ら

も
定
期
的
な
面
談
を
実
施
し
、
状

況
把
握
に
努
め
る
。

医
療
的
ケ
ア
児
に

対
応
し
た
避
難
マ

ニ
ュ
ア
ル
は
策
定
し
て
あ
る
か
。

同
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
、

本
町
に
は
な
い
。
各
地
区
が
策
定

す
る
地
区
防
災
計
画
に
基
づ
き
、

病
気
の
種
類
や
支
援
の
程
度
に
応

じ
た
個
別
の
避
難
計
画
を
策
定
し

た
い
。

そ
れ
ぞ
れ
の
要
望

内
容
と
そ
れ
に
対
す

る
見
解
を
伺
う
。国

へ
川
内
川
改
修

に
つ
い
て
、
内
水
の

排
水
対
策
、
河
道
掘
削
及
び
橋
梁

改
築
を
要
望
し
て
い
る
。
こ
れ
ら

に
つ
い
て
の
国
の
見
解
は
、「
内

水
の
排
水
対
策
に
対
し
て
は
、
本

川
の
流
下
能
力
の
向
上
を
踏
ま
え

検
討
し
た
い
。
河
道
掘
削
に
つ
い

て
は
本
格
的
に
実
施
し
て
い
く
。

橋
梁
改
築
に
つ
い
て
は
柿
木
橋
の

概
略
設
計
を
進
め
て
い
く
。」
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
県
へ
は
県
道

等
５
路
線
に
つ
い
て
改
修
を
要
望

し
て
お
り
、
県
の
見
解
は
、「
現

在
事
業
を
進
め
て
い
る
県
道
栗
野

停
車
場
え
び
の
高
原
線
は
事
業
の

早
期
完
成
を
図
る
と
と
も
に
、
県

境
部
分
に
つ
い
て
は
宮
崎
県
と
も

連
携
し
て
い
き
た
い
。
県
道
木
場

吉
松
え
び
の
線
に
つ
い
て
は
事
業

促
進
を
図
る
。
ま
た
、
県
道
菱
刈

横
川
線
及
び
県
道
川
西
菱
刈
線
に

久留須　修 議員
医療的ケア児の町立幼稚園への就園は可能か

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長 問

問問問 問

問

来春４月から受け入れる町
長

教
育
長

問

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

一 般 質 問

轟
地
区
内
サ
イ
ク
リ
ン
グ

ロ
ー
ド
桜
並
木
見
学
者
用
駐

車
場
の
設
置
に
つ
い
て

宅
地
造
成
に
つ
い
て

国
、
県
が
管
理
す
る
道
路
、

河
川
の
事
業
要
望
と
管
理
に

つ
い
て
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決算審査特別委員会審査報告

【総括意見】
　令和４年度一般会計，各特別会計及び水道事業会計における決算については，以
下の総括意見を付して認定しました。

１　歳出の削減について議会は，「スクラップ・アンド・ビルド」の考え方に基づき
「実施中の事業全般を聖域なく精査して，歳出の削減に努める必要がある。」との
意見を繰り返し述べてきている。令和４年度においては，令和３年度，令和２年
度と比べると予算規模は小さくなったが，更なる「スクラップ・アンド・ビルド」
に努め財政のスリム化を目指す必要がある。

２　特に補助金については，約３億円に上る各種団体等に対する運営補助金等，町
単独の補助事業の見直しが必要である。これら補助事業の中には，長期にわたる
事業で既に目的を達成したもの，あるいは，情勢が変化し目的達成が不可能となっ
たもの等，補助事業の廃止が適当なものがあり，精査が望まれる。今後は，全て
の補助事業に期限を設け，その期限内で定期的に見直しを実施する等の「補助金
制度に関する基本ルール」の策定に取り組む必要がある。

３　公共施設の管理において，経年による老朽化等が進行し，修繕や施設内の除草
作業など年々，維持管理が増加する中，必ずしも十分とは言えない状況が見られ
るため，施設の在り方や，より効率的，効果的な取り組みを模索する必要がある。

４　本町の喫緊の課題解決に向けた取組みと健全な財政運営に努めるとともに，行
政運営において，住民サービスへの支障が生じないように職員が心身ともに健康
で業務に取り組める環境づくりを望む。

　

令
和
４
年
度
歳
入
歳
出
に
係
る
決
算
の
認

定
に
付
す
る
議
案
を
審
査
す
る
た
め
、
決
算

審
査
特
別
委
員
会
を
設
置
し
ま
し
た
。

◎
審
査
期
間

　

令
和
５
年
９
月
14
日
～
９
月
27
日

◎
審
査
の
着
眼
点

施
策
の
内
容
・
成
果
を
中
心
に
費
用
対
効

果
、
改
善
を
要
す
る
点
な
ど

◎
決
算
審
査
特
別
委
員
会
構
成
委
員

　

議
長
及
び
監
査
委
員
を
除
く
10
名

　

委
員
長　
　

田
原　

寛
文

　

副
委
員
長　

成
相　

大

【一般会計歳入歳出決算の概要】
　歳入は約８５億５千万円で，前年度より約
２３億２千万円の減額となっています。これは
地方交付税約８千万円，それから誘致企業に係
る県支出金約２４億円が主な減額となっていま
す。
　歳出は約８１億６千万円で，前年度より約
２３億１千万円の減額となっています。これは，
誘致企業に係る農林水産業費の補助金が主な減
額となっています。
　歳入歳出差引額は，約３億９千万円となって
おり，前年度と同規模であります。その内翌年
度に繰り越すべき財源は約９千万円で，実質収
支額は約３億円となっています。
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　令和４年度  決算    　審査結果(主要事業)
災害対策費 295万円

高齢者等介護手当支給事業 817万円

内　容

内　容

質　疑

質　疑

質　疑

回　答

回　答

回　答

防災備蓄品の購入により，災害時の住民への支援
物資の確保が図られた。また，避難所用の物品購
入により，避難所の円滑な運営が図られた。

本町に居住する在宅寝たきりの障がい者及び重度
認知症高齢者等を，長期（3か月以上）にわたっ
て介護している者に対し，手当を支給する。
（月額 12 千円，要介護 2以上）

正確に把握できている。

当該制度は，入院した場合に支給できなくなるため，申請方式となる。

令和４年度当初に 7,470 食の在庫があり，避難指
示の際に 2,010 食を配布し，5,460 食の在庫であ
る。

対象者を正確に把握しているか。

この制度は，申請方式ではなく，プッシュ方式か。

防災備蓄品の主食類は避難指示の際に，どれだけ
の数量を配布し，在庫が残っているのか。

子ども医療費助成事業
内　容 新生児から高校修了までの子どもの疾病等に要す

る医療費の自己負担を助成する。

1,921万円

配合飼料高騰対策支援事業 　1,527万円
新型コロナウイルス感染症の拡大により，飼料原
料や輸送コストの増大に伴い，畜産農家を支援す
る。

質　疑

質　疑

回　答

回　答

子牛価格については，セリ市価格の平均が１０年
ぶりに５０万円を割り込んでいる。また，経費は上昇していることから，現状を
踏まえて支援ができないか検討中である。

県内市町村と足並みを揃えて，取り組んでいく。

飼料等の価格高騰や子牛価格の低迷等，畜産経営
においては厳しい状況と思われる。また、畜産業
を離農する方が多いが，新たな施策等の考えはあ
るのか。

子ども医療費の窓口負担をなくすべき取り組みと
して県に要望すべきではないか。

内　容
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　令和４年度  決算    　審査結果(主要事業)
商工業支援事業

内　容

質　疑

質　疑

回　答

回　答

新型コロナウイルス感染症により，経営状況が疲
弊するなか，起業等を行う事業者に対し補助を行
い，商工業の活性化を図る。

商工会に入って頂き，経営指導を行っている。

要綱等に基づき，補助金返還もある。

女性・若者・シニア起業支援補助金，湧水町店舗
リフォーム支援事業補助金を受けた事業者のフォ
ローはどうしているか。

同補助金を受けた事業者が廃業した場合のペナルティはどうなっているか。

　1,249万円

観光一般
内　容 交流人口の増加を目的に各種事業（イベント参加・

ＰＲ等）の実施や各種団体との連携を図る。

質　疑

回　答 タレントを起用したユーチューブを活用し，全国
に向けたＰＲにより約１１万件の再生件数があ
り，令和５年度ふるさと納税の増額や観光客の増
加に繋がった。

観光プロモーション業務委託料 1,870 万円が使わ
れたが，成果はどうであったか。

　2,446万円

学校給食管理事業
内　容 安心安全な学校給食を提供するため，調理業務，

施設維持等を実施する。

質　疑

回　答 健全で問題はない。

調理等委託業者の経営は健全か。

4,636万円
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議会議事堂へ傍聴にお越しください。

第4回定例会は11月28日に開会しました

議  会  の  動  き

「開かれた議会」づくりとして，
　　　　　　　　議会中継を配信しています。

〇インターネットを通じて、
　　YouTube（ユーチューブ）でも視聴できます。

　【YouTube チャンネル　「湧水町議会」 URL】
　https://www.youtube.com/channel/UCN82z1DuKBMDmJ7Wi5604gg　

〇役場両庁舎１階ロビー設置のモニターでも視聴できます。

▼ こ
ち
ら
か
ら

ア
ク
セ
ス
で
き
ま
す

月 日 曜日 議会の動き

7　

月

19 水 ・議会広報編集特別委員会
20 木 ・例月出納検査（〜 21日）
24 月 ・御船町議会運営委員会視察研修
26 水 ・議会広報編集特別委員会

8　
　
　

月

15 火 ・町戦没者追悼式

16 水
・県町村議会議長会監事会・理事会　
・伊佐湧水環境管理組合議会定例会
・伊佐湧水消防組合議会臨時会

17 木 ・県町村議会議長会臨時総会（議長）・市町村政研修会
18 金 ・姶良伊佐地区介護保険組合議会定例会
23 水 ・例月出納検査（〜 24日）

30 水 ・議会運営委員会・議員全員協議会

9
月

1 金 ・議会本会議（開会・上程）・決算審査特別委員会
4 月 ・各常任委員会　

5 火 ・議会運営委員会（一般質問）・議員全員協議会（一般質問）

月 日 曜日 議会の動き

9　
　
　

月

14 木 ・決算審査特別委員会
15 金 ・決算審査特別委員会
19 火 ・決算審査特別委員会
20 水 ・決算審査特別委員会
21 木 ・例月出納検査（〜 22日）
25 月 ・決算審査特別委員会
26 火 ・決算審査特別委員会
27 水 ・決算審査特別委員会（現地調査）
29 金 ・議会本会議（採決等）

10　

月

3 火 ・本会議（一般質問）
4 水 ・本会議（一般質問）

10 火
・議会運営委員会
・議員全員協議会
・議会広報編集特別委員会

11 水 ・最終本会議・議員全員協議会
27 金 ・議会広報編集特別委員会
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